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３年ぶりに幹事会懇談会開催
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５月20日、今年度の通常総会後初と
なる幹事会が開催され、これに続いて
３年ぶりとなる幹事会懇談会が日本工
業倶楽部大会堂にて行われた。幹事会
懇談会は新型コロナ感染症の影響によ
り2019年以来の開催。感染対策のた
め、従来のような立食形式での開催は
かなわず、ソフトドリンクのみでの歓
談となったが、石村和彦副代表幹事の

発声による乾杯で開会した。久しぶり
の対面での懇談会は、新任副代表幹
事、新任幹事をはじめとした多数
の参加もあり、かつてと変わらな
い賑やかな交流が見られた。予定
時間を過ぎても話は尽きることな
く今年度の幹事会の活性化を予感
させる場となり、「今日のこの熱気
は、これからの日本経済の熱気に

つながっていくと感じた」との、間下直
晃副代表幹事の挨拶をもって閉会した。

ウクライナ政府への支援を実施

連合との幹部懇談会

困難な状況が続くウクライナ国民に
向けて、平和的な支援を行いたいとの
思いから、ウクライナ政府に向けた食
料品の寄付を実施した。災害が多い日
本では非常時の備えとして長期保存食
が普及しており、こうした食品の提供
が少しでもウクライナの皆さんの助け

となることを願っている。在京ウクラ
イナ大使館に寄付をしたのは、容器に
お湯または水を注ぐだけで食べること
ができるアルファ米。100％国産米を使
用しており5,000食分を用意した。寄付
品は、日本政府がウクライナ政府に寄
付する食料品などと共に現地に輸送さ

れ、５月12日、ポーランド・ワルシャワ
でウクライナに引き渡された。ウクラ
イナの皆さまが安心して暮らせる日々
が、一日も早く戻ってくることを、心
より願っている。

６月７日、本会と日本労働組合総連
合会（以下、連合）との幹部懇談会を都
内で開催した。オンライン参加者も含
めて、本会からは16人、連合からは15
人が出席した。懇談会では、まず、山
中しのぶ連合副会長より、ジェンダー

平等・多様性の取り組みについて、伊達
美和子副代表幹事・観光再生戦略委員
会委員長より、ウィズコロナ社会に向け
た新たな働き方の一つであるワーケー
ションの普及について報告を行った。
その後の意見交換では、本会から、育

児休業中の昇進・昇格のような女性活
躍推進の好事例を企業間で共有するこ
となど、連合から、ワーケーションな
どの多様な働き方と労働時間管理の問
題などについて意見があり、活発な議
論が行われた。
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